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論 文 審 査 結 果 要 旨 
 
天然リン資源をもたないわが国ではリンの循環利用技術の開発が求められる．家畜排泄
物には年間リン肥料使用量の 63%ものリンが含まれており，有用な肥料資源である．その
大半は堆肥化され，農地に還元される．堆肥の N/P 比は作物と比較して低いため，作物の
窒素要求量をもとに堆肥を施用（窒素ベース施用）した場合，リンが過剰に投入され，土壌
のリン富化を引き起こし，水質汚染を招くことが懸念される．従って，土壌へのリン蓄積を
抑制しつつ，作物生産性を維持する堆肥施用法の確立が求められてきた．また，排泄物が過
剰に発生する地域では近年，燃焼処理が導入されている．燃焼灰にはリンなどの肥料成分が
含まれ，化成肥料の原料としての利用が期待されている． 
 本研究では，第一に，堆肥リンの有効利用の基礎として，畜種毎の堆肥リンの形態を逐次
抽出法によって明らかにし，堆肥の易溶性リン割合が肉牛＞乳牛＞豚＞採卵鶏＞ブロイラ
ーの順に高いことを明らかにした． 
 さらに，カルシウム含量や堆肥化方法の違いが易溶性リン割合におよぼす影響を明らか
にした．連続水抽出法により，易溶性リン画分が水溶性であり，作物が利用可能（=有効態
リン）であること，マグネシウムと結合したリンが主体であることを明らかにした．また，
豚ぷん堆肥では X 線回折法等によって，MAP（リン酸マグネシウムアンモニウム）が主要
なリン化合物であることを明らかにした． 
牛ふん，採卵鶏ふん堆肥の易溶性リンがトウモロコシのリン要求量を満たすように堆肥
を施用し，窒素肥料を併用する（リンベース施用）ことにより，収量を維持しつつ，窒素ベ
ース施用と比較して，土壌リン蓄積量を 6 割低減できることを黒ボク土における圃場試験
によって明らかにした． 
波長分散型蛍光 X 線分析を用いた堆肥肥料成分（P, K, Ca, Mg, Al, Fe, Cu, Zn）の非破
壊・迅速分析法を開発した．堆肥の塩酸抽出液の吸光度を利用した簡易・迅速な有効態窒素
含量の評価法を開発し，本法は農業現場で広く活用され，成果をあげている． 
ブロイラー燃焼灰が化成肥料原料として極めて有効であることを成分およびリン形態の
面から明らかにした．また，他畜種ふん燃焼灰の肥料原料としての特性を明らかにし，採卵
鶏ふん燃焼灰を活用した化成肥料を開発した．当該肥料は現在，低コスト肥料として広く使
用されている． 
 本研究の成果は，学術的にも優れるとともに，家畜排泄物の肥料成分の適正管理および国
内リン資源の循環利用に大きく寄与すると考えられ，審査員一同は本論文提出者が博士（農
学）の学位を授与するに値すると判定した． 
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